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動画　　
https://youtu.be/I0hRZGi5pLU



SDGs グリーンランドの伝統的な暮らしは特にこの四つ

のテーマに関係しています

8. 働きがいも経済成長も

→伝統的な暮らしを仕事にする！

12.つくる責任、使う責任

 →ごみが出ない暮らしを実現する！

13. 気候変動に具体的な対策を

→伝統的な暮らしを教育に活かす！

14. 海の豊かさを守ろう

→犬ぞりの走れる海氷の大切さを知る！

https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/about/



このテーマを選んだ理由

2024年4月から5月、グリーンランドに行って僕たちとは全く違う生活を

経験しました。

SDGsのテーマを見たときに、伝統的な暮らしを知り、見直していくと

色々な問題を解決できるかもしれないと思いました。

グリーンランドでは伝統的に、衣・食・住それぞれ地球にやさしい方法で

暮らしています。

誰もができることではないですが、自然と共に生きる暮らしについて学

ぶことは、僕たちが何ができるかを考えるために、とても大事なことだと

思います。



グリーンランドでの滞在

2024年4月24日～5月13日



グリーンランドで経験した伝統的な暮らし

・衣：毛皮の服や靴など

・食：ウサギやキツネ猟、魚釣り、スモークサーモンやニック、アッ

パリアス・・・

・住：ビーズの飾り、犬ぞり、かまくらづくり、水を大切に使う



食：自分たちで捕って食べる
　　保存のために加工する

魚釣り アッパリ
アス

ニック

ウサギ猟

スモーク
サーモン



住：飾りや空間を作る
　　移動は動物の力を借りる
　　水を大切に使う



衣：動物の皮で服や靴などをつくる



日本の暮らしと比べてみる

グリーンランド 日本

衣 皮の靴や服。捕って作る（自然の
素材）⇒自然に還る

買って捨てる（化学的な素材）
⇒自然に還らない（年間50万トン）

　食 動物、魚をとる。
加工する（アッパリアス、スモーク
サーモン、ニック）

何でも買う⇒包装ゴミ（年間390万トン）
外食や賞味期限⇒フードロス
（年間472万トン）

住 犬ぞり：排気ガスがでない

水を大切に使う

車：排気ガスが沢山出る（排出量全体の4分の１が

自動車からの二酸化炭素）

水を気にせず沢山つかう

・朝日新聞「容器包装プラ廃棄量『世界2位』脱却のヒント」　https://www.asahi.com/sdgs/article/14676164
・農林水産省「食品ロスとは」https://www.maff.go.jp/j/shokusan/recycle/syoku_loss/161227_4.html
・政府広報オンライン「毎日の「移動」を「エコ」に！　https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201403/3.html

https://www.asahi.com/sdgs/article/14676164
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/recycle/syoku_loss/161227_4.html
https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201403/3.html


まとめと提案

北極や南極は、地球温暖化の大きな影響を受けています。
グリーンランドでは、このままでは伝統的な暮らしは続けられ
ないと聞きました。

僕たちの暮らしが、北極や南極の問題に繋がっているのな
ら、僕たち自身の暮らしを見直さないといけないと思います。

そうした時に、グリーンランドの伝統的な暮らしは、ごみをへら
し、二酸化炭素の排出を減らす生き方を教えてくれます。



まとめと提案

誰もがグリーンランドのような伝統的な暮らしができるわけではないけれど、調
べて、想像してみることはできる！

そして実際に、一年に一度は「自然と共に生きる暮らし」を体験してみることを提
案します！

知識をつける 選択肢が増える
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